
第
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
「
一
人
親
方
等
」
と
い
う
。）に
対
す
る
第
三
条
か
ら

第
五
条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
次
の
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
七
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
「
一
人
親
方
等
」
と
い
う
。）に
対
す
る
第
三
条
か
ら

第
五
条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
次
の
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

前
条
第
二
号
の
規
定
は
、
一
人
親
方
等
に
係
る
特
別
支
給
金
の
支
給
の
事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
労
働
者
を
使
用
し
な

い
で
行
う
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二

号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る

事
由
に
よ
る
」
と
、「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若

し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を

要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号

に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
る
又
は

複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
」
と
、「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は「
当
該
作
業
」

と
、「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に

よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
り
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る

事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に

掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以

上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労

働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
、「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
作
業
」
と
、「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由

若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因

と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

五

前
条
第
二
号
の
規
定
は
、
一
人
親
方
等
に
係
る
特
別
支
給
金
の
支
給
の
事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
労
働
者
を
使
用
し
な

い
で
行
う
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二

号
中
「
業
務
上
の
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
」
と
、「
業
務
上
の
事
由
若
し
く

は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一

号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
若
し
く
は

通
勤
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
る
」
と
、「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
」
と
、「
業

務
上
の
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労

災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前

条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は「
当
該
作
業
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」

と
、「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
」
と
、「
業
務
上
の
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

六

一
人
親
方
等
の
休
業
給
付
基
礎
日
額
は
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
労
災
則
第

四
十
六
条
の
二
十
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
と
す
る
。

六

一
人
親
方
等
の
休
業
給
付
基
礎
日
額
は
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
二
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六

条
の
二
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
と
す
る
。

七

（
略
）

七

（
略
）

第
十
八
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
又
は
事
業
主
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
六
号
又

は
第
七
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
海
外
派
遣
者
」
と
い
う
。）に
対
す
る
第
三
条
か

ら
第
五
条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
又
は
事
業
主
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
六
号
又

は
第
七
号
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
海
外
派
遣
者
」
と
い
う
。）に
対
す
る
第
三
条
か

ら
第
五
条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

海
外
派
遣
者
の
休
業
給
付
基
礎
日
額
は
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
二
十
五
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
労
災

則
第
四
十
六
条
の
二
十
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
と
す
る
。

三

海
外
派
遣
者
の
休
業
給
付
基
礎
日
額
は
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
二
十
五
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四

十
六
条
の
二
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
と
す
る
。

四

（
略
）

四

（
略
）

附

則

附

則

（
障
害
特
別
年
金
差
額
一
時
金
）

（
障
害
特
別
年
金
差
額
一
時
金
）

６

障
害
特
別
年
金
差
額
一
時
金
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給
金
と
し
て
、
法
の
規
定

に
よ
る
障
害
補
償
年
金
差
額
一
時
金
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
年
金
差
額
一
時
金
又
は
障
害
年
金
差
額
一
時
金

の
受
給
権
者
に
対
し
、
そ
の
申
請
に
基
づ
い
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

６

障
害
特
別
年
金
差
額
一
時
金
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給
金
と
し
て
、
法
の
規
定

に
よ
る
障
害
補
償
年
金
差
額
一
時
金
又
は
障
害
年
金
差
額
一
時
金
の
受
給
権
者
に
対
し
、
そ
の
申
請
に
基
づ
い

て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
当
該
障
害
補
償
年
金
差
額
一
時
金
又
は
障
害
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